
1/6　景気ウォッチャー調査（令和５年２月調査）― 九州（現状）―

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

スーパー（店
長）

販売量の動き ・店舗全体では良い状態で推移している。特に、食品関連
が来客数や客単価の上昇をけん引し、好調を支えている。

◎
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・メーカーからの車両供給量改善により販売量が増加して
おり、売上や利益の改善につながっている。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数は落ち着いているた
め、客の顔が明るくなり、滞在時間は長くなっている。

○
商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数は３か月前より増加しているが、２か月前と比較
すると停滞気味である。

○

商店街（代表
者）

販売量の動き ・２月は消費が落ち込む時期であるが、例年と比較すると
商店街では売上が上向いている。仕入原価の高騰により価
格を値上げしているが、客はそれに慣れてきている。

○

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・盛況であったバレンタイン商戦が終わった後も売上が減
少することなく、国内外からの旅行客が来店し、好調に推
移している。

○

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・来客数も増加傾向になり、化粧品や卒入学イベント向け
の衣料品が好調に推移しており、物産催事も以前と比べ活
気が出ている。新型コロナウイルス感染症第８波の影響は
縮小し、徐々にではあるが改善傾向にある。

○

百貨店（経理担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症も落ち着き、催事イベントで
は試食も可能になり、食堂や喫茶等の来客数増加により売
上は好調に推移している。低調であった衣料品も含め全般
的に売上が回復傾向にある。

○

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数の減少により、催事
への来客数が増加しており、街には県内外からの人出が
戻っている。また、商品価格の更なる値上げで、慎重な購
入傾向は続いているものの、クレジット催事や物産展の人
気商品、バレンタインギフト、土産・贈物に加え、自家製
商品の販売などで来店してにぎわっている。また、キャッ
シュレス決済キャンペーン利用や、加えて全国旅行支援の
終了を見越した駆け込み利用が増え、店頭での購買が戻っ
ている。紳士・婦人用品雑貨、リビングの寝具など自家需
要商品の購入単価や客単価が好調を維持しており、店内の
食堂や喫茶を含め買物を楽しむ姿が見受けられる。

○

百貨店（経営企
画担当）

来客数の動き ・行動規制のない生活が当たり前になってきており、今後
はこれまで開催を見送っていた催事を再開するなど対策を
行いながら、新型コロナウイルス感染症と共存していくこ
とになる。売上では、特選ブランドが依然好調であり、多
少高額であっても価値がある物を購入する傾向が見受けら
れる。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・今月は来客数と客単価が共に前年を上回っているが、買
上点数がほぼ横ばいになっている。最近では、インバウン
ドの客も見掛けるようになっている。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症の終息に伴い、企業の業務ス
タイルもテレワークから出社形態に戻っている。また、国
内外からの観光客も徐々に増加しており、来客数が２割ほ
ど増加している。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・朝夕の通勤通学や工事関係者が増加している。また、週
末の行楽の動きは戻ってきており、加えてインバウンドも
確実に増加している。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・値上げ基調の影響でお買い得商品への反応が良く、購買
意欲は若干の上向き傾向である。

○

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

販売量の動き ・本部が実施したキャンペーンへの反応について、２月の
状況は想定を下回った。一方で、来客数は少し増加してい
る。それに伴い、買上点数や客単価が前年より伸びてお
り、暖かくなるとこのまま増加傾向が顕著になっていく。

○

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・メーカーの新車生産が順調に伸びている。前年比150％の
供給が実行され、加えて新車受注も新型車を中心に好調に
推移している。
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○
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・話題性の高い新型車の発表に伴い、来客数と販売数は共
に増えている。

○

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・例年業界では、年末のコーヒー需要増加の反動から年明
けと同時に売上が極端に下がってくる。しかし今月は、新
規の客がやや増加しており、その要因は、近隣の大手ゼネ
コン関係や半導体関連企業の客が来店しているためであ
る。

○

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

来客数の動き ・インバウンドの増加に伴い、売上が回復している。

○

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症はまだ収束していないが、新
型コロナウイルスが５類感染症に分類されることになり、
また、マスク規制が緩和されるなどの発表もあり、多くは
ないが個人客が増加したことで、景気が若干良くなってい
る。

○

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・当地では人が動き出し、当店では市内からの宴会が若干
増えた程度である。２、３人程度の客であり、一時期の繁
忙ぶりと比べると全く話にならないが、段々と回復傾向で
はある。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・韓国を中心としたアジアのインバウンドが好調である。

○
通信会社（営業
担当）

それ以外 ・様々な場面で、新型コロナウイルス感染症発生前と同様
の動きがみられる。

○

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・野球チームのキャンプもあいまって、２月下旬から非常
に客が多くなっており、新型コロナウイルス感染症発生前
の状況に戻りつつある。

○

観光名所（職
員）

来客数の動き ・市内へ流入する旅行客や飲食店への来客数は増加してい
る。加えて、全国旅行支援の効果もあり、宿泊施設の満室
が続いている。

○
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・入場者が前年を上回る傾向が続いており、更に韓国から
の来場者も加わっている。

○ 競馬場（職員） 販売量の動き ・コロナ禍からの回復基調を維持している。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来客数が少なく、客は慎重に商品を選んでいるが、購入
までに至らない。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響もあり、商店街のイベ
ント予定はなく、２月の商店街は寒さもあり来街者数が少
ないため、ここ３か月は悪い状況が続いている。

□

一般小売店［青
果］（店長）

単価の動き ・冬になり地産野菜の単価及び相場がかなり安価になって
いる。地元のピーマンやトマト、キュウリの動きは、東日
本の長期寒波の影響で引き合いが多く、高騰している。ま
た、かんきつ類も例年と比較すると高くなっており、価格
に大きな差があるため販売が難しい状況である。

□

一般小売店［精
肉］（店員）

単価の動き ・飲食店向けの販売では、３か月前から高価格の商品がよ
く売れている。一般客向けの販売では、中価格程度の商品
が好調である。

□

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・魚が少ないため価格が高くなり、厳しい状況が続いてい
る。客である魚屋や飲食店などは、他店を羨むことが多く
なっている。廃業店の増加が懸念される。

□

一般小売店［生
花］（経営者）

単価の動き ・全国的な物価高で、切り花や鉢物に影響している。前年
と比べ客の購入金額が少なくなっている上に、花も値上が
りしているため、厳しい状態である。

□

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・前年はまん延防止等重点措置の影響で、かなり売上が落
ち込んでいたため、前年比で若干上昇している。しかし、
新型コロナウイルス感染症発生前の客の購買状況までに
は、まだまだ回復に至っていない。物価上昇を懸念し、購
入する必需品を慎重に吟味している客が多い。

□
衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・月末まで寒さが続いたため、春物よりも冬物のバーゲン
セールでの購入が多い。
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□

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・３か月前は季節の変わり目で、客の回遊は若干増えてい
る。しかし、バーゲンセール期間も長くなっているため、
利益率は通常より低くなり、企業努力で何とか営業はでき
ているが、景気が良くなっているとは考えられない。

□
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・物価高騰の影響が強く、バーゲンセールを開催しても以
前より財布のひもが固い。

□

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・販売量は維持できているものの、前年と比較すると価格
が大きく乱れている傾向は変わらず、客の慎重な購入状況
は続いている。

□
家電量販店（従
業員）

単価の動き ・来客数の減少と値上げによる影響で客単価の増加が相殺
され、前年とほぼ同じ売上となっている。

□
乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・新車販売価格は上昇の一途であり、それに伴い中古車需
要が増加している。

□

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・今月の売上にはつながらなかったが、店への来客数は増
加している。また、都市部でのキャンペーンは、売上につ
ながっている。

□

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

販売量の動き ・前年は11月から12月にかけて施設の食料品店舗が改装中
であったが、今年は営業しており、年末商戦の売上前年比
は高くなっている。加えて、現在もディスカウントショッ
プや家電量販店の開業が続いているため、全館への波及効
果も大きく、専門店もその恩恵を受けている。

□

スナック（経営
者）

来客数の動き ・団体利用は少ないが、個人利用客の増加傾向により、来
客数が前月に引き続き新型コロナウイルス感染症発生前の
９割程度に戻っている。

□

観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・今月は過去最高の売上である。新型コロナウイルス感染
症発生前は団体客が多かったが、現在ではファミリー層へ
と変わっている。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・２月は物価高の影響もあり、地元の買物客や夜の繁華街
などで人出の減少傾向がみられるものの、国内外の観光客
の増加や通常に戻ったコンサート等のイベントで、週末に
ホテルの予約が取れないほどの活気を取り戻している。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・テレビ等では、ＷＢＣ（ワールド・ベースボール・クラ
シック）による経済効果があったような報道があるもの
の、その影響はほんの一部にすぎない。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・人の動きは戻っているが、一方では物価高の影響が徐々
に出ており、先行き不透明で見通せない状況である。

□
通信会社（役
員）

単価の動き ・地域の高齢化も重なり、当社の主力プランから低額プラ
ンへの移行が続いている。

□
美容室（店長） お客様の様子 ・周囲の状況をみながら行動しているため、景気に変化が

ない。

□

設計事務所（所
長）

単価の動き ・前月に引き続き、建築業務の材料及び製品の単価が上昇
している。また、生活必需品の値上げも続いており、収入
は減少している。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・人の出足は良いが、購入量は思ったほどなく、景気は横
ばいである。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・イベント及び展示場の来場について、前月と状況は変わ
らない。

▲

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・３か月前は火災にあった商店も含め、商店街一同努力し
ながら営業していたが、商品の値上げが影響し、スーパー
マーケットでの特売品を購入する客が多くなり、当商店街
への客の出足が悪く、客の流れに変化が出ている。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・生鮮食品に続き電気ガス料金の値上げにより購買意欲が
低下し、必要最小限の購入になっている。

▲
商店街（代表
者）

来客数の動き ・街に活気がない。

▲

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

来客数の動き ・物価高騰により、生活必需品以外の購入は慎重であるた
め、売上は伸びていない。特に電気代の値上げが響き、削
れるものから我慢しており、来客数は減少している。
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▲

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・食品全般の値上げが広がったこともあり、客の買上点数
が前年を下回っているが、値上げによる客単価は前年を上
回っている。しかし、全体では来客数の減少が響いてい
る。

▲

スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・商品価格の上昇により売上が若干前年を上回っている
が、１人当たりの買上点数は前年を下回っている。一方、
原価上昇に対する適正な値上げではない商品もあり、粗利
益は前年を下回っており、最終利益は悪化している。

▲

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・都市部の客はかなり戻っているが、周辺部については値
上げと、競合店との価格競争の影響もあり、なかなか売上
が上向かない。

▲

その他飲食の動
向を把握できる
者［酒卸売］
（経理）

お客様の様子 ・客先の閉店や破産などの件数が増え、景況は悪くなって
いる。さらに、原材料の価格高騰は続いており、売価に転
嫁しきれず厳しい状況は続く。

▲
観光型ホテル
（総務）

来客数の動き ・年末年始は、繁忙期であるため景気は良かったが、２月
は若干落ちている。

▲
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・販売量は、前年比及び前月比で減少している。

▲

美容室（経営
者）

販売量の動き ・２月は閑散期であるため、美容業界は低迷状態である。
新製品も少ない時期であり、またおしゃれを控える傾向に
あるため販売量が増加しない。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者（所長）

販売量の動き ・２月は閑散期に当たるため、売上は落ちている。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症第８波の影響が継続してお
り、サービス提供客が減少している。

▲
設計事務所（代
表）

販売量の動き ・物価上昇で、買い控えが続いている。

×

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・商品全般で値上げが進んでおり、より安価な地元のスー
パーマーケットに客が流れているため、コンビニエンスス
トアの利用客が減少している。客単価は値上げにより増加
しているが、全体の売上は減少している。

×

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・今年に入り客足が止まっており、新型コロナウイルス感
染症の影響が続いている。零細企業にとっては厳しい現実
である。

×

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・例年はシングル需要が２月から出てくるが、今年はほと
んど需要がなく、当地の売上は都市部より悪くなってい
る。

×

住関連専門店
（従業員）

来客数の動き ・この時期は寒の戻りがあるために、高価格の秋冬商材の
需要が高くなる。しかし、期待していたような売上や来客
数には及んでおらず、それどころか価格が手頃な商品をそ
ろえたバーゲンセールでも集客が思わしくない。

◎

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・絶好調ではないが、新型コロナウイルス感染症発生前に
近づいている。街での人の動きが多くなっており、特に飲
食店は状況が良くなっている。

○

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い案件は多くなっているものの、材料費などのコ
ストを販売価格に転嫁しづらい状況で大変厳しい。

○

電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・当地に進出する海外企業関連企業、及び自動車関連の半
導体、また、イメージセンサーなどの動きが活発化しつつ
ある。

○

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・今月にゼロ債の工事が発注され、現在では工事を選択で
きる状態になっている。来月までこの状態が続くことを期
待している。

○

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・値上げ前の駆け込み需要やインバウンド効果で、通常は
閑散期にもかかわらず、出荷量が多い。また、倉庫保管に
関する問合せも多い。

家計
動向
関連

(九州)

企業
動向
関連

(九州)
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○

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・住宅や家電の販売は横ばいながら、百貨店やスーパー
マーケットの売上は持ち直している。また、ホテル・旅館
や飲食店などの売上も増加しており、雇用環境も緩やかに
改善している。

○

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・小売業や宿泊サービス業は、インバウンド消費が回復基
調で推移している。自動車製造業では、依然不安定な状況
ではあるものの、生産状況に改善がみられる。

○
金融業（営業） 取引先の様子 ・新しい生活様式が浸透しつつあり、商業施設や旅行など

は上向いている。

○

広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルス感染症の影響により、長い間受注が
低迷していたが、最近少しずつ改善している。まだ、新型
コロナウイルス感染症発生前の状況には程遠いが、景気は
少しずつ上向いていく。

○

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・企業が人材教育に対して、投資額を増やしている。

□

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・２月の原料不足は１月より厳しく、臨時で２日間休業し
たが、１週間休む同業者もいる厳しい状態である。注文が
多いため、取引先に大きな迷惑を掛けているが、特に卵不
足による値上げで最悪の状況であり、今月の売上は、目標
計画の80％である。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・比較的順調に受注しているが、原料農産物が不良のた
め、調達や歩留りでは苦慮している。

□

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・原材料やガス料金、取引先の商品などが全て２割程度、
値上げしている。しかし、動きのある数量が多い小口商品
については、これからの単価交渉となる。小口商品は、生
産全体の２割を占める。

□

金属製品製造業
（事業統括）

取引先の様子 ・年度末に近づいているため案件としては存在するもの
の、人手不足が深刻で新規案件の受注に対して制限してい
るという情報が多い。

□

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先も含め、半導体の動向から非常に影響を受ける業
種であるため、国内需要と国内外の供給状態が現状のまま
続くと予想され、良くも悪くもならない。

□

その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

取引先の様子 ・調達不足により、製造ラインがうまく稼働していない。
来期初旬まではこの状況が続く。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの新規感染者数が減少しており、複
数の大型イベントが開催され、地域限定ながら一部の業種
は活況を呈している。住宅着工では、建築資材の高騰によ
る物件価格上昇等で、新築戸建て住宅の伸び悩みが続いて
いる。

□

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・今月は、新型コロナウイルスの新規感染者数が減少傾向
であるため、消費活動が活発になっているが、２月という
こともあり、前月までの消費や売上等のようには増加して
おらず、全業種の景気は変わらない。しかし、このまま春
先にかけて新型コロナウイルスの新規感染者数が減少傾向
であれば、期待できる。

□
新聞社［広告］
（担当者）

受注量や販売量
の動き

・年度末は期余り予算があるが、新年度には落ち着くとみ
ており、状況としては変わらない。

□
広告代理店（役
員）

受注量や販売量
の動き

・業務の受注量に変化がなく、売上や売上総利益共に横ば
いである。

□

経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・インバウンドが増加し、酒類の販売量が増えている。一
方で物価高騰により食品全般で30％値上がりしているた
め、少量パッケージ商品の購入が多くなっている。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

それ以外 ・決算期に入り、外部への働きかけが難しい状況であるた
め、景気は変わらない。

□

その他サービス
業［物品リー
ス］（職員）

取引先の様子 ・景気について３か月前との比較では変動がみられない。
物価高は続いており、投資意欲は低下している。

▲
繊維工業（営業
担当）

それ以外 ・燃料費や資材費が更に高騰している。４月からの値上げ
も多く、経営を圧迫するほどになっている。

▲

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・市場の鈍化によるメーカーの在庫調整が影響している。

企業
動向
関連

(九州)
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▲

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

取引先の様子 ・市町村からの調査や計画、設計等の委託業務について、
通常では３月議会で予算が確保されることを前提に、次年
度のプロポーザルや入札の案内が２月から３月に行われる
が、今年度は、前年度と比較して少ない状況である。その
ため、業務の受注ができず、景気が悪くなっている。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・米中貿易摩擦の影響とメモリー半導体需要の低迷で、受
注も急激に減少傾向になっている。

×
不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の２社が業績不振となっており、倒産の可能性が
ある。

◎

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・４年生は卒業間近であるが今でも求人があり、2024年卒
の３年生は就活解禁前であるにもかかわらず、既に内定者
が前年より多いことから、景気は良くなっている。

○
人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・派遣スタッフの料金改定のため企業に相談をする機会が
多いが、今年は例年以上に検討する企業が多い。

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・ホテルでの懇親会も増えており、新型コロナウイルス感
染症発生前に戻りつつある。

○

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・新規採用の求人数が増えている。また、後任についても
今までは在籍する人員で対応する企業が多かったが、補充
をする企業がほとんどである。しかし、人手不足が続いて
おり、なかなか契約には至っていない。

○

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・例年ほどではないが、第４四半期になり求人数は増加傾
向にあるが、これまでの同時期と比較すると鈍化傾向であ
る。

○

新聞社［求人広
告］（社員）

周辺企業の様子 ・行動規制がなくなったため、新聞広告の出稿が多い旅行
広告も復活しており、外出に慎重だった高齢者層も動き出
している。海外へも復活しつつあり、それに伴う広告出稿
も出ている。一方、外出への支出が増加しており、これま
で好調であった通販広告に陰りがみえているのは不安要素
ではあるが、全体としては、新型コロナウイルス感染症発
生前に戻りつつある。

○

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で減少しているが、有効求人数の増
加は続いている。製造業のうち、金属製品製造業や輸送用
機械器具製造業では仕事量の確保はできているものの、人
手不足が顕著である。

○

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・2023年卒の内定状況は、前年との比較では若干良い状況
である。また、2024年卒採用についても企業の採用意欲は
高く、業種によっては採用人数を大きく増やす企業の増加
が予想される。企業の採用活動は活発となっているため、
既に内定を得ている学生もいる。現在のところ2024年卒の
求人状況は好転すると予測している。

□ ＊ ＊ ＊

▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・生活必需品や食品、光熱費などの値上げによる影響が出
ている。寒い日が多いこともあり、この数か月は生活防衛
のため買物や外食などを控える傾向にある。また、スー
パーマーケットなどでも値下げになる時間帯に人が集中し
ている。気候が暖かくなれば、多少は消費に回るのではな
いかと期待している。

× － － －

企業
動向
関連

(九州)

雇用
関連

(九州)


